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昭和54年度の岩手県のリンゴの花芽率は,定点観測地点

での調査では県内全般に低かつた。品種ではふじの花芽率

が低く,地域によつてはI林,陸奥,つがる,ゴールデン

デツシャスなどが低い園地も見られた。

これらの花芽率低下の原因を知るため,現地の実態調査

を行ったので,その結果を報告する。

2調 査 方 法

5月 下旬の開花期に県内約20カ所の園地のふじとスター

キングについて,短果枝,中果枝,長果枝別に頂芽数,頂

花芽数を数えて花芽率を出した。さらに花の質については,

注.〇 強の花が最も多い,△ 中の花が最も多い,X

地形では平坦地と比較すると傾斜地の花芽率が低く,さ

らに斜面上部の乾燥の著しい場所ほど花芽率が低い傾向が

見られ,花の質も貧弱なものが多かつた。

樹令では20年生以上の成木で比較的花が多かつたが,10

樹ごとに花のステージを 3段階に分けて,ステージの進ん

でいる順に強 。中 弱のランタをつけた。
また,樹令 ,着果量,栽培管理 ,施肥 ,病害虫などにつ

いての間き取り調査を行った。

3 調査結果および考察

盛岡よりJヒを県北部,盛岡から北上を県中部,北上より

南を県南部として花芽着生状況を見ると,ふ し,ス ターキ

ングともに県北,県南部での花数は平年並かやや劣る程度

であったが,県南部の花の質は劣っていた。県中部では,

園地間に多少の差はあったが全般に花数が少なかつた。特

に石鳥谷町や花巻市で著しく,品種ではふじの花芽率が低

かった。

弱の花が最も多い。

年前後の若木に花が少なく,樹令が若いほど花が少ない傾

向が見られた。また,前年着集量の多かつた園地や,摘果

の遅れた場所ほど花が少なく,ハダニなどの病害虫が多発

した所も花が少なかつた。花の質をふじについて見ると,

表 1 花芽率と樹令別r_ょ る花の質 (ふ じ)
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S_51～53年 無肥料無袋による過着果
前年強めの摘果
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開花数

樹 令

県  北  部 中 部県 県  南  部

多  並  少  極少 多  並  少  極少 多  並  少  極少

ふ
　
　
じ

20年未満

20-29年
∞年以上

計ぐつ 31 3 0 2 3 4 4 0

率(%) 0   22 2  333  444 0

ス
タ
ー
キ
ン
グ

20年未満

20-29年
30年以上

計 (D 20 2 0 3 4 2 1 00

率 (¢) 0   500  500    0 0 22 2 67 00

表2 樹令別による開花数

表3 前年着果状況と本年の開花数

極少少
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タ

l
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グ

県中部,県南部で長果枝に貧弱な花が多く,樹令の若い樹

でも同様な傾向が見られた。

一方,園地r_よ っては前年とはぼ同様の花芽率となつて

いる所もあり,これらの園地では有機物の施用や土壌改良,

適正着果が実行され,あるいは摘果作業などが適期に行わ

れている例が多かつた。

以上の調査結果から本年の花芽率の低下は,臨蔵養分の

少ない若木や過着果などで弱うた樹に対して,昨年 7月 ～

8月 の花芽分化期に異常な高温乾燥が続いたことが原因の

1つと考えられた。

したがつて毎年安定した生産を確保するためには,土壌

2

S51-53
無肥料・無袋 1

1

ナミハダニ多発

改良はもちろんのこと有機物の施用や樹勢を落ちつかせる

ような整枝剪定を行い,早期摘果や適正着果,特に無袋ふ

じでは過着果となる例が各地とも多いので,これらに注意

することが必要と考えられた。

4 む  す  び

以上は昭和54年の岩手県の,ン ゴ花芽着生状況の調査結

果であるが,花芽率低下の原因は必ずしも明らかにはなら

なかつた。今後更に,生産安定,結実確保のために現地の

実態を調査していきたいと思う。
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